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今年も実習地の選定にてこずった。ついでの立ち寄りも含めて奄美と熊本

を三往復した。困った時はいつもそうだが、今年も笠利町の教育委員会にお

願いし、表記の地点の発掘調査を取り計らっていただいた。これまでも実習

調査の度に、笠利町には何らかの形でお世話になった。どう書き連ねてみた

ところで、謝意を蓋せるということはないだろう。

この調査は、私の主導する最後の実習調査である。迂閼にトレンチに下り

ると、這い上がれなくて皆に迷惑をかけるようになってしまった。次年度か

らは甲元助教授に主催していただく心算だ。

これまで、発掘実習を奄美で開講することが多かったが、それは、例え短

時日であっても九州と少し異なる文化の中で暮らさせたいという願いや、東

シナ海の端に在る大学の占地条件や、ひとつのことを始めたらなるべくそれ

を続ける方が、研究室としてのアイデンティティを示しやすいこと、などが

重なっている。また毎年鉄かさぬように実習調査と調査報告書の発行を続け

たのは、立案一調査一出版に至るフルコースを手落ちなく学生に履修させる

ことが主な目的であるが、ひとつには研究室の経営のためでもあった。発掘

報告書はその殆どが非売品であり、交換を当て込む以外には入手が困難であ

る。お陰で、相当数の機関が調査報告書を送って下さるようになった。片や

学生の実習報告書であり、片や堂々たる調査報告書であるのだから、海老で

鯛を釣るような気がしなくもないが……… O

ところでこの冊子の作成は山下助手の組織力・構成力のせいで実に順調に

進んだし、大学院生の学部生に対する指導ぶりも近年にない目覚ましいもの

があった。両者とも格段の成長を遂げたに違いない。総じてこの調査は、私

の学外実習の最終講義として実に佳い調査であったと思う。最後に、関係者

への謝意をもう一度くり返させていただいて筆を欄くことにする。

1993年3月1日

白木原和美



言例

○本書は熊本大学文学部考古学研究室による鹿児島県大島郡笠利町字宇宿所在の宇宿小学
校遺跡の発掘調査概要である。

○発掘調査は実習調査として研究室が起案し、笠利町教育委員会の協力を得て実施された。
○調査は1992年7月11日に開始され、 7月22日まで計12日間にわたって行われた。

○整理作業においては以下の方々に御協力・御指導頂いた。

沖縄貝類標本館館長仲嶺俊子（貝鑑定）

国立歴史民俗博物館助教授西本豊弘（獣魚骨鑑定）

熊本大学地学教室教授高橋俊正（石器石材鑑定）

熊本県教育委員会文化課木崎康弘（石器鑑定）

○本書の編集は山下が行い、執筆者は各文末に記した。

○調査及び整理参加者は以下のとおりである。

白木原和美甲元眞之山下志保

市川浩文田中聡一水上綾子（以上大学院1年次生）

岩嵜紀子岩谷史記蔵冨士寛原田範昭椋梨浩子矢野希久代（以上3年次生）

飯田考俊今村佳子海老原祐子大坪志子大塚宏之小深田ナオ東真一
本田晶子槙林啓介松里健一（以上2年次生）
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